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絶滅危惧種の保全はみんなの「ちから」で
－マツ材線⾍病からヤクタネゴヨウをまもる試み－

はじめに
  「世界⾃然遺産の屋久島」と「宇宙ロケット発射
基地の種⼦島」。⽇本を代表する「⾃然と技術」の２
島にのみ⾃⽣するマツがあります。それがヤクタネゴ
ヨウ（屋久島と種⼦島の五葉松の意味）です（図1・
写真1）。
  現在ヤクタネゴヨウは、屋久島で2,000本、種⼦
島で300本程度しか⽣き残っていないと推定されてい
ます。近年、個体数の減少が著しく、このままでは絶
滅する危険性が⾼いことから、「絶滅危惧種IB類」と
して⽇本版レッドデータブックに掲載されています。
このヤクタネゴヨウを保全するために、個体数減少の
原因の解明と対策の実施が急務となっています。 図1 ヤクタネゴヨウの⾃⽣地

今そこにある危機
  江⼾時代、種⼦島のヤクタネゴヨウは、⿅児島
（島津）藩種⼦島⽒によって保護管理されており、幹
回り5尺（胸⾼直径50cm）以上の個体が400本以上
分布したとの記録がありますが、明治時代から第⼆次
⼤戦後にかけて丸⽊⾈や建築材へ利⽤するため、多く
が伐採されました。すなわち、これまでのヤクタネゴ
ヨウの減少には、⼈間の活動が⼤きな影響を及ぼした
と考えられています。
  最近、⾃⽣地では、ヤクタネゴヨウの⽩⾻化した
枯死⽊が⽬⽴っています（写真2）。この原因とし
て、マツノマダラカミキリによって運ばれるマツノザ
イセンチュウという体⻑1mmにも満たない⽣き物が
病原体であるマツ材線⾍病（いわゆる松くい⾍）によ
る被害が疑われました。このマツ材線⾍病によって、
⽇本のマツ林は深刻な被害を受けており、⼤きな社会
問題になっています。しかし、これまでヤクタネゴヨ
ウの枯死にマツ材線⾍病が関わっているという⼗分な
証拠はありませんでした。

写真1 ⻄之表市鴻之峰⼩学校の

ヤクタネゴヨウ

写真2 ⻄之表市植物群落保護林内

のヤクタネゴヨウの⽩⾻⽊

  そこで森林総合研究所では、ヤクタネゴヨ
ウの枯死（個体数減少）とマツ材線⾍病との関
係を明らかにするために、種⼦島でのモニタリ
ング調査と併せて、ヤクタネゴヨウ成⽊へのマ
ツノザイセンチュウの接種試験を⾏いました。
  マツノザイセンチュウの接種密度を2段階
（マツ1本につき10万頭と1,000頭）に設定して
試験を⾏った結果、早いもので8週⽬、遅いもの
では33週⽬までに枯死しました（図2）。⼀
⽅、⽐較対象として1,000頭を接種したクロマ
ツでは、接種6週⽬までにすべて枯死しました。
つまり、ヤクタネゴヨウは、クロマツよりマツ
材線⾍病で枯れにくいのですが、最終的にはマ
ツノザイセンチュウの接種密度と関係なく枯れ
てしまうことが判明しました。

  樹⾼2m以上のヤクタネゴヨウ成⽊132本を対象
にしたモニタリング調査の結果では、1994年からの
10年間で42本（32％）が枯死し、2003年には最も
多くの枯死⽊が確認されました（図3）。材⽚試料が
採取できた枯死⽊33本のうち、23本（70％）からマ
ツノザイセンチュウが検出されました。
  これらの結果より、種⼦島のヤクタネゴヨウの枯
死（減少）には、マツ材線⾍病が⼤きな影響を及ぼし
ていることが確認できました。

図2 ヤクタネゴヨウとクロマツに対する

マツノザイセンチュウ接種後の状況

（Akiba and Nakamura(2005)を改変）

保全にむけて
  種⼦島のヤクタネゴヨウに、マツ材線⾍病の被害が発⽣している現状をこのまま放置していると、
地域個体群の消失ひいては島全体での絶滅の可能性があります。枯死の原因が明らかになった今、それ
を早急に排除していくことが重要です。
  マツ材線⾍病被害の拡⼤防⽌については、枯れたマツを伐り倒して焼却あるいは薬剤処理により、
枯死⽊内に潜むマツノマダラカミキリの幼⾍を殺す⽅法があります。
  そこで、マツ材線⾍病で枯れたヤクタネゴヨウと周辺のクロマツを伐倒し、⻑さ30〜50cmの丸太
に⽟切りにして林外へ搬出しました（写真3）。また、マツノマダラカミキリが⼊り込んでいる可能性
がある直径1cm以上の枝も袋詰めにして搬出しました。搬出した丸太と枝は、焼物製作の薪として利⽤
（焼却）しました。また林外に搬出ができなかった地域では、薬剤によるくん蒸処理を⾏いました。こ
れらの活動により、防除実施地域では、数年以内にヤクタネゴヨウに対するマツ材線⾍病の被害は発⽣
しなくなると期待されています。

写真3 ヤクタネゴヨウの枯死⽊丸太を

搬出している様⼦ 図3 種⼦島におけるヤクタネゴヨウの⽣残率（上段）と

枯死本数（下段）の推移

  なおこの活動は、2003年より「種⼦島ヤクタネゴヨウ保全の会」や「屋久島ヤクタネゴヨウ調査
隊」といったヤクタネゴヨウの保全を⽬的として結成された市⺠団体と林野庁屋久島森林管理署、⿅児
島県および森林総合研究所との連携で⾏われています。つまり絶滅危惧種ヤクタネゴヨウの保全は、研
究機関や⾏政機関の働きに加え、地元住⺠の理解と協⼒で成り⽴っているのです。
  屋久島でもモニタリング調査を⾏っていますが、ここ10年間、ヤクタネゴヨウの枯死は台⾵災害
によるものが主で、マツ材線⾍病による被害は確認されていません。しかしながら、⾃⽣地近くのクロ
マツ枯死⽊からマツノザイセンチュウが検出されており、将来的にマツ材線⾍病の被害がヤクタネゴヨ
ウに及ぶことが懸念されます。今後は、種⼦島での活動例を踏まえて、監視と迅速な枯死⽊処理の体制
を整備することが必要不可⽋です。
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